
各学年 分野 前年度授業改善推進プランの検証 学習状況の現状と課題 指導方法の課題と授業改善策

技術

○モノづくりを通して、知識や
情報量などの収穫は多かったも
のの、生活のどの場面で習得し
たスキルを、どのように活用し
たら課題解決につながるかなど
の思考・判断力を高める必要が
ある。

○技術や科学技術の基礎的な知識を習得させ、
文言として適切に使い分け、表現力につなげる
ことができる力を培う必要がある。
○実習に向けて安全かつ効率的に活用できるよ
うに工具や機械の正しい使用方法や保守点検方
法などを身につける。そして作業内容に応じた
工具や機械の選択ができる判断力を培う必要が
ある。

○ノートの活用を通して基礎・基本的な知識を習得させ
る。そのなかで、気づかせ思考をはたらかせるために単元
内容に関わる課題・振り返りを情報端末の活用も含め実施
し、学習内容の印象の定着を図る。
○木材加工を中心とした実習を通して、実践経験によって
工具や機械の使用方法を習得させていく。そのなかでも取
り組んだ作業内容を振り替えさせ、自分自身の作業の様
子・状況を把握させその後の作業へとつなげる手立てを考
えさせる。

家庭

〇小学校での学習が、実用的来
な内容（衣・食・住とも）に
なっている。

〇家庭での実体験が少ない生徒が多い。
〇社会的な話題も、全く関心がない生徒も見ら
れるので、幅広い視点での学習が必要である。
家庭の仕事状況には関心がある生徒が多いの
で、意識をさせることが必要。

〇実生活に基づいた話題を導入で提示できるよう努めてい
る。その上で、再び授業での学びを日常生活に生かすこと
ができるよう、家庭生活での生かし方を意識させる。
〇被服製作では、自己評価シートを用いて、自分自身の気
づきや学びを次の学習へとつなげていけるようにする。
〇師範や標本を用いて、目で見て手を動かす力をつける。
◎振り返りは、学習内容を具体的にどのような生活場面で
生かせるかを書くことによって、意識の変化があると考え
る.

技術

○生活における、食環境や生活
空間環境が、どの様な仕組みで
成り立っているかを、生物育成
およびエネルギー変換技術の学
習を習得してきたものの、さら
に地球環境およびＳＤＧＳへの
視野を広げた思考力向上が必要
がある。

○今の生活環境がどのようなシステムで支えら
れているかなど、あらためて関心を高める必要
性を感じる。
○技術や科学技術の基礎的な知識を習得させ、
文言として適切に使い分け、表現力とともに選
択・判断できる力を培う必要がある。
○実習に向けて安全かつ効率的に活用できるよ
うに、１年時で扱わなかった工具や機械の正し
い使用方法や保守点検方法などを身につける。
そして作業内容に応じた工具や機械の選択がで
きる判断力を培う必要がある。

○ノートの活用を通して基礎・基本的な知識を習得させ
る。そのなかで、気づかせ思考をはたらかせるために単元
内容に関わる課題・振り返りを情報端末の活用も含め実施
し、学習内容の印象の定着を図る。
○実習を通して、工作機械の活用は電気エネルギーの恩恵
であることを実感させるとともに、使用方法を習得させて
いく。そのなかでも取り組んだ作業内容を振り替えさせ、
自分自身の作業の様子・状況を把握させその後の作業の効
率へとつなげる手立てを考えさせる。

家庭

〇食生活の分野において、学習
した内容がどのように家庭での
生活に生かせるかを考えること
が必要である。

〇家庭科は、日常生活で得た知識と関連させる
ことができるが、実際の生活と結び付けて考え
ることができる生徒が少ない。
〇食生活の学習では、栄養素と様々な症状や病
気について、その時にはわかっているつもりで
も、確認すると理解していないことが多い。
〇自分の症状と、不足する栄養素を結び付けて
考えられる生徒が増えている。
〇実技試験に向けて練習をする生徒が多い。

〇生徒が様々な場面で得ている情報が、授業のどの部分と
結びついているのか具体例を用いながら示していく。
◎授業の振り返りを行いながら、実際での生活のどの場面
で生かせるかを具体的に記述させることにより、生活の中
での活用場面がイメージできるようになると考える。
〇引き続き、わかりやすい師範動画の作成を進める。

技術

○授業で習得してきた情報につ
いては、情報端末を活用し豊富
な知識を収穫できたものの、
ネット活用の場面によってはそ
の知識の活用および判断する力
の向上が必要である。

○情報の活用は、場面によっては社会問題にも
つながる可能性があることを知識だけではな
く、意識も高める必要性を感じる。
○コンピュータの基本的構造および、プログラ
ムをフローチャートなどによって学習し、情報
機器の活用方法を習得させる。
○情報社会の「光と影」について、事例を通し
て学習し場面によってどの様に対処したらよい
かを、シミュレーションなどで危機的感覚を養
わせる。

○ノートの活用を通して基礎・基本的な知識を習得させ
る。そのなかで、気づかせ思考をはたらかせるために単元
内容に関わる課題・振り返りを情報端末の活用も含め実施
し、学習内容の印象の定着を図る。
○情報端末の使用および情報発信によるモラルと責任につ
いて、他人事ではない意識の向上を図る。
○著作権について、年々変化をしている実態を、情報端末
の活用によって把握させ、情報の取り扱いに注意を喚起す
る。

家庭

〇消費と環境では、自分でお金
の管理をしていく重要性を身に
着ける必要がある。
〇被服製作では、昨年度の学習
内容を踏まえて、応用すること
ができている。また、学習する
技能の意味を理解しながら取り
組むことができている。

〇お金の管理に基づく用語を知らない生徒が多
い。
〇製作では、自分に合った、自分の望むものを
作る力が不足している。
〇計画的に作業を進めるための時間配分ができ
ない。
〇基礎的な補修方法は、身についている生徒と
そうでない生徒の差が大きい。

〇お金のトラブル、できる限りの予防、解決方法を習得さ
せる。持続可能な社会をめざして賢い消費社をめざす。
◎作品を製作する際に、製作計画表などを用い、自分なり
の製作目的をはっきりさせることと、作業の計画を立てら
れるようにする。
〇道具の活用は小単位での師範を行い、身に着けさせる。
〇実技試験を行う前に、十分な個別指導をして、改善点を
伝える。
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